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調査研究実績 

の概要○○○ 

 
地域貢献への 

反映を踏まえ 

て記述のこと 

地域の課題を解決し，有効な計画を立案するためには地域の状況や課題に関する知識

（データ）を知らなければならない．我々は，地域情報のうち大量に蓄積されながら活

用が進んでいないテキスト情報（文字情報）の活用を支援する技術の研究を進めてい

る．本年度の調査研究では，地域における課題や解決策などを多く含んでいる地方議会

会議録を対象に構造化，および，インデクシングの検討を行った． 

１）データの整備 

・地域行政に関するテキストデータとして地方議会会議録のテキストデータを公開ペー

ジからダウンロードし計算機で処理可能な形式に変換した（テキスト約2000万文字分） 

・方言のコーパスを整備した 

２）「通告者一覧表」を用いた地方議会会議録の構造化 

・地方議会会議録は電子化されてウエブ上に公開されており，全文検索（文字列検索）

は可能なものの，それ以外は会議日と発言者でしか索引づけされておらず内容からの一

覧は困難であった．この問題に対して，本調査研究では「通告者一覧表」が議事録の内

容に関するタイトル（概要）になっていることに着目し，通告者一覧表の最も細かい項

目（中項目）と会議録本文の該当箇所とを日本語処理技術によって自動的に対応付けす

る手法を提案した．なお，この成果は分担者（見船）により電気情報関連学会中国支部

大会において発表され，奨励賞が与えられた（資料目録[1]）． 

このことにより，議事録本文に対する「内容による目次」が可能になる．今後はこの手

法を組み込んだ地方議会会議録の閲覧システムの作成を行う予定である． 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査研究実績 

の概要○○○ 

 

 
地域貢献への 

反映を踏まえ 

て記述のこと 

 

 
 

 

２）岡山弁向けの形態素解析処理の開発 

 

日本語の文章は単語の間に空白をいれずに記述するため，単語の境界が分からない．一

方，文章に対して情報検索や索引付け，情報抽出を行うためには日本語文を単語に切り

離して品詞や読みなどの属性を付与する「形態素解析処理」は必須の基盤技術である．

日本語の標準語に対しては高精度の解析処理ソフトが利用可能であるが，方言には対応

していない．現在主流となっている日本語形態素解析手法はあらかじめ正しく形態素解

析された大規模なテキストデータから統計的な学習によって処理するものであるが，方

言については話し言葉ということもあり，大規模なテキストデータが存在せず，この方

法は使えない．そこで，本調査研究では，岡山弁のテキストデータの収集と並行して，

機械学習に依らない方法を検討した．その方法は，標準語と岡山弁の表現の言語表現の

間にある程度の対応関係があることに着目して，標準語の形態素解析処理のパラメータ

を岡山弁のそれに自動的に変換るというものである．その結果，解析精度(F値)89%を達

成した． 

なお，この成果は研究分担者（福圓）によって松山市で開催された情報科学技術フォー

ラム（FIT2015）で発表され，奨励賞が与えられた(資料目録[2])． 

 

上述の成果は岡山弁の文章に対する情報検索やテキストマイニング等には利用可能な精

度と考えられるが，文章の理解に用いるにはまだ不十分である．今後は機械学習の手法

を取り入れつつ精度向上を図ることが必要である． 
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